
　　　　　平成２４年（２０１２年）１１月　　　　　　　　あ　や　せ　市　議　会　だ　よ　り　　　　　　　　第１５７号　　　　　　　（２）

●
平
成　

年
度
決
算
を
見
る
と
、

２３

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
を
図

る
た
め
、
徹
底
し
た
節
減
と
財
政

の
健
全
性
確
保
に
留
意
し
つ
つ
、

市
民
に
必
要
と
さ
れ
る
市
民
生
活

重
視
の
施
策
を
展
開
さ
れ
た
。
主

な
事
業
と
し
て
、
子
育
て
の
分
野

で
は
、
老
朽
化
し
た
大
上
保
育
園

の
建
て
替
え
工
事
が
実
施
さ
れ

た
。
定
員
を　

人
増
員
し
、
待
機

４０

児
童
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
を
併

設
し
、
家
庭
で
の
子
育
て
に
対
す

る
支
援
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
緑

の
創
出
と
保
全
で
は
、
公
園
の
整

備
と
緑
地
を
保
全
す
る
た
め
、

（
仮
称
）
目
久
尻
川
親
水
公
園
や

寺
尾
の
森
の
用
地
を
取
得
し
た
。

ま
た
、
公
園
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
き
、
光
綾
公
園
の
複
合
遊
具
な

ど
を
改
修
し
、
利
用
者
の
安
全
確

保
と
将
来
の
経
費
縮
減
を
図
っ

た
。
安
全
安
心
の
分
野
で
は
、
東

日
本
大
震
災
直
後
か
ら
被
災
者
へ

の
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
避
難

者
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行
っ

た
こ
と
は
、
適
切
な
対
応
で
あ
っ

た
。
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
は
、

（
仮
称
）
綾
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
設
置
を
促
進
す
る
た
め
、
計

画
予
定
地
に
あ
る
企
業
の
移
転
代

替
地
の
整
備
計
画
の
策
定
や
工
業

系
新
市
街
地
整
備
に
向
け
た
調
整

も
実
施
さ
れ
た
。　

年
度
末
の
完

２６

成
を
目
指
す
綾
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
場
が 
竣 
し
ゅ
ん 
工 
す
る
な
ど
、
ス
ポ

こ
う

ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
計
画
的
な
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
財
政
の
健
全
化
で

は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
を

示
す
各
種
の
判
断
指
標
は
適
正
水

準
で
あ
り
、
市
の
借
金
で
あ
る
公

債
費
残
高
も
年
々
減
少
傾
向
を
示

す
な
ど
、
総
じ
て
健
全
な
財
政
運

営
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
景
気
の
不
安
定
な
状
況

が
続
き
、
市
税
の
確
保
は
大
変
厳

し
い
と
予
想
さ
れ
る
。
今
後
の
事

業
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
財
政
の

健
全
性
を
確
保
し
つ
つ
、
必
要
な

分
野
へ
重
点
配
分
し
な
が
ら
一
層

の
効
率
化
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

（
新
政
会
） 
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平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
９
月
定
例
会
最
終
日
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

２３

議
決
に
先
立
ち
、
同
決
算
に
対
す
る
討
論
が
行
わ
れ
、
２
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見

が
、
３
人
の
議
員
か
ら
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
平
成　

年
度
決
算
は
、
歳
入
が

２３

５
年
連
続
の
増
と
な
っ
て
い
る

が
、
市
税
の
減
収
を 
補  
填 
す
る
地

ほ 
て
ん

方
交
付
税
や
基
金
の
繰
り
入
れ
に

伴
う
も
の
で
あ
る
。
歳
入
の
根
幹

を
な
す
市
税
は
、
４
年
連
続
で
落

ち
込
ん
で
お
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
よ

う
、
収
納
率
の
向
上
と
収
入
未
済

額
の
解
消
に
積
極
的
な
取
り
組
み

を
望
む
。
歳
出
で
は
、
東
日
本
大

震
災
関
連
と
し
て
、
防
災
対
策
や

節
電
対
策
、
放
射
能
対
策
な
ど
の

経
費
が
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
市

民
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
た

め
に
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ

り
、
さ
ら
な
る
充
実
を
願
う
。
民

生
費
で
は
、
子
宮
頸
が
ん
、
小
児

用
肺
炎
球
菌
、
ヒ
ブ
の
予
防
接
種

費
用
の
助
成
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
宅
へ
の
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

の
配
布
な
ど
が
行
わ
れ
た
。ま
た
、

障
害
児
を
一
時
的
に
預
か
る
日
中

一
時
支
援
事
業
を
実
施
す
る
な

ど
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
充
実

を
望
む
。
土
木
費
で
は
、
綾
瀬
ス

ポ
ー
ツ
公
園
と
小
園
公
園
の
整
備

が
実
施
さ
れ
た
。
市
民
の
健
康
づ

く
り
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
場

だ
け
で
な
く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
や
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て

も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
適

正
な
維
持
管
理
を
お
願
い
す
る
。

教
育
費
で
は
、
全
小
学
校
に
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
が
配
置
さ
れ
た
。
児

童
・
生
徒
の
基
礎
学
力
向
上
は
も

と
よ
り
、
判
断
力
・
表
現
力
の
向

上
に
も
寄
与
す
る
と
の
こ
と
で
、

本
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
未
来
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、

教
員
の
さ
ら
な
る
努
力
を
お
願
い

す
る
。
昨
年
の
震
災
を
契
機
に
、

市
民
の
防
災
な
ど
に
関
す
る
意
識

も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
状
況
に
も
積
極
的
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
景
気
の
先
行
き
が

不
透
明
な
中
、
厳
し
い
財
政
運
営

が
予
想
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
市
民
目
線
の
施
策
展
開
を
願

い
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

（
公
明
党
） 

●
昨
年
度
の
事
業
で
は
、
地
域
の

方
々
が
、
自
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

引
き
出
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
の
育
成
や
公
園
遊
具
の
計
画

的
改
修
、
小
学
生
の
広
島
派
遣
事

業
の
開
始
、
学
童
保
育
施
設
大
規

模
改
修
へ
の
特
別
助
成
な
ど
は
評

価
す
る
。し
か
し
、長
引
く
不
況
で

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
市
民
の
姿

を
具
体
的
に
把
握
し
、
生
活
再
建

に
必
要
な
施
策
を
展
開
す
る
努
力

が
見
ら
れ
な
い
。
市
民
税
減
免
制

度
を
、
利
用
で
き
る
制
度
に
改
善

す
る
こ
と
や
高
す
ぎ
る
国
民
健
康

保
険
税
の
引
き
下
げ
と
減
免
制
度

の
拡
充
、
介
護
保
険
料
減
免
制
度

創
設
な
ど
を
要
求
す
る
。
生
活
保

護
を
受
け
る
こ
と
が
良
く
な
い
こ

と
で
あ
る
か
の
よ
う
な
風
潮
が
強

ま
っ
て
い
る
が
、こ
と
の
本
質
は
、

社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が

貧
弱
で
、
病
気
な
ど
で
失
業
す
る

と
た
ち
ま
ち
生
活
が
立
ち
行
か
な

く
な
り
、
一
気
に
生
活
保
護
に
た

ど
り
着
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

大
き
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
は

国
や
県
の
仕
事
だ
が
、
市
は
身
近

な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
作
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
活
再
建

を
ま
る
ご
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
な
ど
も
要

望
す
る
。
ま
た
、本
市
は
、市
民
合

意
が
な
い
ま
ま（
仮
称
）綾
瀬
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
推
進
し
て
い

る
。
こ
の
事
業
に
連
動
す
る
都
市

計
画
道
路
寺
尾
上
土
棚
線
の
北
伸

や
深
谷
落
合
、
吉
岡
西
部
の
区
画

整
理
事
業
に
よ
り
、
市
の
財
政
負

担
は
過
重
に
な
る
。
住
民
発
意
で

な
い
大
規
模
公
共
事
業
を
行
う
と

き
で
は
な
い
。
市
の
施
策
が
開
発

に
傾
注
し
て
き
た
た
め
、
農
地
は

　

年
間
で　

％
以
上
減
少
し
た
。

２０

４０

食
糧
不
足
の
未
来
が
予
測
さ
れ
る

中
、
農
地
を
減
ら
さ
な
い
ま
ち
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る
。
開
発
に
膨

大
な
税
金
を
投
入
す
る
の
で
は
な

く
、
市
民
の
暮
ら
し
に
直
結
し
た

社
会
保
障
の
充
実
に
使
い
方
を
改

め
る
こ
と
を
重
ね
て
求
め
る
。
本

市
が
日
本
国
憲
法
に
基
づ
き
、
市

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
自
治
体

の
役
割
を
担
う
立
場
に
立
つ
こ
と

を
求
め
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

（
日
本
共
産
党
綾
瀬
市
議
団
） 

●
こ
れ
ま
で
、
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
根
幹
に
位
置
付
け
ら
れ
た
、

（
仮
称
）綾
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
設
置
に
疑
義
を
唱
え
て
き
た
。

県
主
導
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
検

討
時
も
市
の
政
策
が
受
け
身
で
、

マ
イ
ナ
ス
要
因
対
策
が
進
展
し
な

い
こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
。
市
民

は
、
利
便
性
よ
り
も
環
境
へ
の
影

響
を
心
配
し
て
い
る
。
県
が
公
表

し
た（
仮
称
）綾
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
環
境
影
響
予
測
評
価
書
案
で

は
、
イ
ン
タ
ー
設
置
箇
所
か
ら
１

㌔
四
方
で
の
影
響
調
査
で
、
い
ず

れ
の
調
査
も
基
準
値
を
下
回
り
、

整
合
性
が
図
ら
れ
る
と
の
結
果
だ

っ
た
。し
か
し
、市
民
が
実
感
し
て

い
る
渋
滞
の
影
響
は
、
１
㌔
四
方

範
囲
外
の
、
県
道
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

●
平
成　

年
度
決
算
は
、
後
期
基

２３

本
計
画
に
基
づ
い
た
歳
出
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
計
画
の
中
心
と

な
る
新
た
な
工
業
用
土
地
区
画
整

理
事
業
は
、国
内
、県
内
の
製
造
業

の
空
洞
化
が
進
ん
で
い
る
現
在
、

市
民
負
担
を
増
や
す
も
の
と
考
え

る
。
ま
た
、
住
宅
地
の
真
ん
中
に

片
側
２
車
線
の
道
路
を
通
す
都
市

計
画
道
路
寺
尾
上
土
棚
線
の
北
伸

事
業
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
破
壊
す
る
も
の
で
、
見
直
し
が

必
要
で
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、

本
決
算
に
反
対
す
る
。

※
（　

）
は
、
会
派
名
で
す
。
記

載
の
な
い
も
の
は
、
会
派
を
組
ん

で
い
な
い
議
員
の
意
見
で
す
。

ク
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
解
消
対

策
に
触
れ
て
な
い
の
は
問
題
で
あ

る
。し
か
も
、評
価
書
案
は
、土
・
日

曜
日
や
お
盆
、
正
月
な
ど
の
渋
滞

解
消
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
な
ど

の
た
だ
し
書
き
が
あ
り
、
市
内
へ

の
影
響
は
想
像
す
ら
つ
か
な
い
。

寺
尾
上
土
棚
線
の
寺
尾
台
以
北
の

ま
ち
づ
く
り
を
検
討
す
る
寺
尾
地

区
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
を
、
県
の

検
討
が
始
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
を

理
由
に
、
別
の
テ
ー
ブ
ル
に
移
す

と
報
告
さ
れ
た
。
最
も
懸
念
さ
れ

る
県
道　

号
線
以
北
の
渋
滞
対
策

４０

が
頓
挫
す
れ
ば
、
将
来
に
わ
た
り

生
活
道
路
へ
の
侵
入
も
危
惧
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。
本
市
の
子
育
て

世
代
か
ら
の
相
談
で
多
い
の
が
、

通
学
路
で
の
車
両
対
策
で
あ
る
。

子
ど
も
の
交
通
安
全
対
策
へ
の
不

安
が
解
消
さ
れ
な
い
道
路
が
多
く

残
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
県
道
の

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
よ
る
影
響
対
策

や
生
活
道
路
へ
の
侵
入
防
止
策
に

つ
い
て
、
市
民
が
納
得
で
き
る
見

通
し
を
説
明
し
て
も
ら
い
た
い
。

国
が
連
結
許
可
し
て
も
、
最
も
重

要
な
地
域
へ
の
説
明
が
足
り
ず
、

住
民
の
反
対
運
動
が
激
化
し
、
着

工
が
進
ま
な
い
イ
ン
タ
ー
が
あ
る

と
の
話
も
聞
く
。
市
民
が
漠
然
と

抱
く
不
安
に
対
し
、
さ
ら
な
る
努

力
と
成
果
を
提
示
し
て
い
か
な
け

れ
ば
実
現
が
難
し
く
な
る
こ
と
も

指
摘
し
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

（
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一
部
） 

賛

成

賛

成

反

対

反

対

光
綾
公
園
の
遊
具
「
わ
ん
ぱ
く
丸
」
が
新
し
く
な
り
、
よ
り
本
物
に
近
い
船
に

な
り
ま
し
た


